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　2 カ国目での留学が始まりました。ビザと航空券の関
係で渡航が遅くなりミラノに到着した翌日から授業が
ありました。POLIMI は色々な事が先着順で授業の履修
も少し大変でした。結局２つの授業を履修しています。
３、４つを履修するのがメジャーなようです。POLIMI
ではほとんどの授業がグループワークです。
　授業は時間通りに始まることはなく、イタリアだな、
と感じています。

　この授業では与えられた「戦略」を用いてミラノの街のどこかをデ
ザインします。ただ、授業の進み方がとても抽象的でつかみどころが
ないため、小さいゴールを一つづつ達成していきたい私にとってはと
ても難しく新しい挑戦になっています。
　ミラノには街中に 24 時間水がでている fontanella（水道のような
噴水）が沢山あるのですがそれに着目してデザインを行います。リサー
チとしてミラノ内の複数の fontanella を回ったのですがちょっとした
ミラノツアーになって楽しかったです。
　グループのメンバーはイタリア人 2人、中国人 2人、私の 5人です。
同じ国籍のメンバー同士で意見がまとまってしまうことが多く、それ
を 5 人でどう合わせていくかで苦戦しています。最終プレゼンは 1 月
ですが授業は 12 月中に終わるためあと 2ヶ月と思うと本当にあっと
いう間で、それまでにみんなで良い作品を完成させられたらと思いま
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C I T Y  O F  F A S H I O N  A N D  F O O D ,  M I L A N

先日とても嬉しいことがありました。昼ごはんを買いに
行っている時に突然名前を呼ばれて振り返るとフィンラ
ンドで一緒に授業を受けていた POLIMI の友達がいたの
です。丁度その少し前にミラノにきてる？とメッセージ
をもらっていて、フィンランドにいた時から POLIMI に
行くよと話していたのですがそれを覚えていてくれたこ
とも偶然会えたこともとても嬉しかったです。

　講義メインで授業が進んでいます。自然と関係がある世界のランドスケープを見ています。ランドスケープ
を歴史からの観点で見ているため成り立ちを知ることができて興味深いです。
　課題は２つあり、1 つ目は個人課題で 3*9cm の小さな枠の中に自分を表す小さなランドスケープを作るとい
うものです。実際にものを作る前に元となる写真を選ぶのですが、ただ綺麗な写真ではダメでディテールまで
意味が込められていることが求められます。今まで自分をランドスケープに表して考えたことなどなかったた
め最初は方向性が全くわかりませんでしたが他の学生の例を聞いてアイデアを出して作成しました。
　課題 2 つ目はグループで動画を作成するというものです。これは 11 月から始まるため詳細はまだわからな
いのですが自然がテーマとなっていてなかなか難しそうなので頑張りたいと思います。

L
E
C
T
U
R
E
S

L
A
N
D
S
C
A
P
E

F
R
I
E
N
D
S

L I F E



　イタリアには本当にジェラート屋さんが多くて、見つけると食べたく
なってしまうため困っていて幸せな悩みです。日本と比べて驚くほど美
味しいかと言われると日本も同じくらい美味しい気もしますが、どの店
にも必ずピスタチオがあったり初めて見る味があったりして楽しいで
す。ジェラートだけでなく食事も美味しく、ミラノ名物のミラノリゾッ
トやカツレツはすぐにお気に入りになりました。また、イタリアにはア
ペリティーボという夕方にお酒と軽い食事をいただく文化があり、初め
てアペリティーボをした時にはイタリアにいる実感が湧きました。
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　ミラノの交通機関は地下鉄、トラム、バスと色々あ
ります。定期のようなカードを買うまではチケットの
買い方、刻印が必要かどうか、そもそもチケットはど
こで買うのか、など難しくて面倒でした。しかし、月
単位のカードを買ってからは日本の定期のように家と
学校の最寄間だけではなく、ミラノ全体が乗り放題の
ためとても便利です。いつも乗る電車が二階建てだっ
たり、電気で走るため電車のように電線に繋がれてい
るバスがあったり、小さいですが面白いことが沢山あ
ります。レトロなトラムに当たった時はとても可愛く
て思わず写真を撮ってしまいました。
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　ミラノの一番の観光地はやはり
ドゥオーモです。そのすぐ横にあ
るガレリアというアーケードも床
から天井までとても豪華で迫力が
あり、何度訪れてもその綺麗な空
間を見回してしまいます。正直、
ミラノは観光するような場所がほ
とんどないと思っていたのです
が、イタリアの友人に案内しても
らいながら初めての場所を歩いて
みると新しい素敵な場所に出会っ
たので、きっとまだまだあるミラ
ノの魅力を知っていきたいです。
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